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報告３ 令和 3 年度保険者機能強化推進交付金及び  

令和３年度保険者努力支援交付金の評価結果について 
 
【保険者機能強化推進交付金の概要】  
 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等となることの予防ま

たは要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付等に要する費用の適正化に

関する取組を支援するため、市町村に対し予算の範囲内において交付されるもの。  
 
【保険者努力支援交付金の概要】  
 被保険者の要介護状態等となることの予防または要介護状態等の軽減もしくは悪化

の防止に関する取組のうち、介護予防・日常生活支援総合事業および包括的支援事業（①

包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 ②在宅医療・介護連携推進事業 ③生活支

援体制整備事業 ④認知症総合支援事業 に限る）に係る取組を支援するため、当該取

組を行う市町村に対し交付されるもの。  
 

【評価結果】 

〇保険者機能強化推進交付金 957 点 / 1,590 点 

〇保険者努力支援交付金   388 点 /  885 点 
 
【保険者機能強化推進交付金の評価指標（令和 3 年度）】 

令和 3 年度 評価指標 項目数 配点 平塚市

得点 
県平均

点数 
Ⅰ PDCA サイクルの活用による保険者機能の強化

に向けた体制等の構築 7 155 135 129.85 

Ⅱ 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進 52 1,190 669 641.34 

 

(1)介護支援専門員・介護サービス事業所等 5 80 58 42.76 
(2)地域包括支援センター・地域ケア会議 9 195 130 110.76 
(3)在宅医療・介護連携 6 85 75 71.06 
(4)認知症総合支援 6 175 145 114.85 
(5)介護予防／日常生活支援 17 450 143 195.42 
(6)生活支援体制の整備 4 85 58 50.58 
(7)要介護状態の維持・改善の状況等 5 120 60 55.91 

Ⅲ 介護保険運営の安定化に資する施策の推進 18 245 153 123.30 

 (1)介護給付の適正化 9 120 62 59.42 
(2)介護人材の確保 9 125 91 63.88 
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【保険者努力支援交付金の評価指標（令和 3 年度）】 

令和 3 年度 評価指標 項目数 配点 平塚市

得点 
県平均

点数 
Ⅰ PDCA サイクルの活用による保険者機能の強化

に向けた体制等の構築 2 60 40 46.36 

Ⅱ 自立支援、重度化防止等に資する施策の推進 33 775 328 374.20 

 

(1)介護支援専門員・介護サービス事業所等 － － － － 
(2)地域包括支援センター・地域ケア会議 6 115 50 54.70 
(3)在宅医療・介護連携 1 10 10 9.39 
(4)認知症総合支援 2 45 45 36.36 
(5)介護予防／日常生活支援 17 450 143 195.42 
(6)生活支援体制の整備 2 35 20 22.42 
(7)要介護状態の維持・改善の状況等 5 120 60 55.91 

Ⅲ 介護保険運営の安定化に資する施策の推進 5 50 20 18.79 

 (1)介護給付の適正化 － － － － 
(2)介護人材の確保 5 50 20 18.79 

 
 
【評価概要】 
 保険者機能強化推進交付金の評価項目を見ると、ほとんどの項目で県内平均を上回っています。

一方、「Ⅱ(5)介護予防／日常生活支援」においては平均点に届いておらず、他部門や関連団体と

の連携やデータの分析・活用などが求められています。また、保険者努力支援交付金の項目は、

保険者機能強化推進交付金と重複しており、同様に「介護予防／日常生活支援」や「地域包括支

援センター・地域ケア会議」、「生活支援体制の整備」に取り組んでいくことで、「要介護状態の

維持・改善の状況等」の項目も得点できると考えられます。 
 なお、108 点分の修正を申請しました。内訳として、ⅠＰＤＣＡ部分で 20 点。Ⅱ自立支援重

度化防止の「介護予防／日常生活支援」部分で 78 点。Ⅲ介護保険運営部分で 10 点となります。

今後は令和 4 年度分の交付金に別途点数が上乗せされます。 
 他市町村との比較として、保険者機能強化推進交付金と保険者努力支援交付金を併せた得点順

位は全国で 711 位（1,741 市町村中）、神奈川県内では 16 位（33 市町村中）でした。 
 （令和 2 年度は全国 711 位、県内 16 位。） 


